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近年自然災害は増加傾向にあり、避難用品の需要が高まっている。一人暮らしの若者をターゲットとし1DKの

部屋に住んでいると想定。小物や家具として部屋に配置出来る、避難時に使用する防災用品と非常用持ち出

し道具の提案を行う。 

 
防災，避難道具，家具，インテリア，災害 

 
１，研究目的 

近年、自然災害は増加傾向にある。そのため避

難所に着いてから使用する道具とは別に避難時に

使用する道具も必要だと感じ小物や家具として部

屋に配置出来る防災用品があればいいと考えた。 

 

２，調査内容 

災害は増加傾向にあり、防災用品の需要はあるか

の資料調査に加え、家に防災用品は準備している

のか、その防災用品はどこに置いてあるのか意識

調査の２つを実施した。  

2 ｰ 1）災害は実際増加傾向にあるのか。 

 国土交通省の調べより自然災害(主に地震・水害・

土砂災害）は年々増加している傾向にあり、自然災

害が起こった際すぐ避難をしなければ行けない状

態が多い事がわかった。また、災害が起こった際に

速やかに避難する為の道具に需要がある事もわか

った。 

2 ｰ 2）災害が増加傾向の中、備えができていない

人が多いと仮定し Googleフォームにてアンケート

調査をおこなった。 

10 代から 60 代の年代 103 人に調査をした。 

● 避難時・避難後に使用する用品がしっかりと準

備されていると回答した人は 40 代が多い。  

● 防災用品を持っていないと回答した人は 20 代

が多かった。 

● 避難後に使用する道具のみ持っている人が多

く避難時の対策ができてない人が 7 割いた。 

 

2-3）上記のアンケートより「若い世代の一人暮ら

しでは防災用品の準備がより出来ていないのでは

ないか」という仮説を立て Google フォームにて 10

代から 60 代の 46 人に調査した。 

一人暮らしをしている時、防災用品の準備をしっ

かり出来ていた と回答した人のほうが少なく、出

来ていないと回答した人のほうが多かった。そし

て防災用品が部屋にないと回答した人の中で年 

代別の調査したところ、20 代が「１番準備できて

いない」と回答した割合が多く、2 番目に 50 代が

多かった。 
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３，コンセプトおよびアイデア展開  

上記の調査より、「20 代の若者世代で一人暮らし

をしている人」 をターゲットにし、避難時に使用

する防災用品を考えた。 一人暮らしの若者がター

ゲットのため「1DK」の部屋に住んでいると想定し、

アイデア展開を行った。部屋が広くないため防災

用品を置けるスペースが足りない事を考慮し、防

災用品をすぐに取出すことができ、なおかつ小物

や家具として普段使用出来るものとして提案する

ことによって一人暮らしの部屋にも場所を取らず

置くことが出来る。 

アイデア 

●サイドテーブル型防災用品入れ 

普段はサイドテーブルとして使用でき、サイドテ

ーブルの中が空洞になっていることにより防災用

品を収納することができる。 

●避難時に使用する防災クッション 

中身はひざ掛け・笛・スリッパ・軍手等が入ってお

り、非難するときに使う道具が入っている。 

●クッション型防災頭巾 

普段はクッションとして使用できるが災害時に防

災頭巾として活用できる。 

●壁掛け貴重品入れ 

壁掛け入れに貴重品などの大切なものをしまって

いる事により災害が起こった際この壁掛けを非難

時に持ち出すことができ、災害が起こった後の盗

難を避けることができる。 

●壁掛け防災棚 

壁掛け装飾とし飾っておけ、棚になっていること

によって防災用品が収納できる。災害が起こった

際はこの棚ごと持ち出すこともできる。 

 

 

４，提案物  

「避難時に使用する防災クッションの提案」 

中身の詳細：防災頭巾・ひざ掛け・笛・スリッパ・

軍手等  

クッション内部に上記のものが入っており、普段

はふわふわクッションとして使用ができ、避難が

必要な際はクッションについているチャックより

中身を取り出し自分自身を守れる物が取り出せる。

ポケットを数個作ることによって自身が避難する

時に必要なものを入れる事や、どこに何が入って

いるのかを一目でわかることも出来る。 

「非常用持ち出し防災バック」 

備蓄とは別に 1～2日間避難先で過ごせるものが入

った家具バック。 

この二つのアイデアは災害が起こって直ぐに持ち

出すことが出来、部屋に置いても場所を取らない

こと、コンセプトとターゲットにもあっているた

め最終提案物にした。 

 

５，今後の展開 

本作品の制作をおこなうと同時に災害が起こっ

た際自分が考えている道具以外に必要なものが不

足してないかの確認をする。 

その後ターゲットとしている若者にアンケートや

実際に使用した時の調査をおこなう。 
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